
テーマ：「地域の魅⼒∼持続可能な地⽅、未来に向かって∼」

テーマ：「未来に求められる⾃然を活かした観光」

One GreenOne Green
in EXPO 2025in EXPO 2025

01.
＜森林を活かした持続可能な地⽅・未来づくり＞

① 地域資源活⽤による持続可能な地⽅・未来

② 多様な担い⼿の確保

③ 多様な主体との連携

＜登壇者＞　林野庁⻑官　⻘⼭ 豊久 ⽒

　　　　　　⾼知県知事　濵⽥ 省司 ⽒

　　　　　　公益財団法⼈ ⼤阪観光局理事⻑　溝畑 宏 ⽒

02.

① 付加価値コンテンツ（⽇本・地域の強み）

② 国⽴公園など⾃然の可能性

③ 将来に拡充・森林・河川・動植物活⽤コンテンツ
＜登壇者＞　環境省 ⾃然環境局⻑　植⽥ 明浩 ⽒

　　　　　　観光庁 観光地域振興部⻑　⻑﨑 敏志 ⽒

　　　　　　⻑野県知事　阿部 守⼀ ⽒

　　　　　　⿃取県知事　平井 伸治 ⽒

【司会／モデレーター】 野嶋 紗⼰⼦（株式会社PIVOT/元MBSアナウンサー）

14:00 開会挨拶：⽇本みどりのプロジェクト推進協議会 会⻑ 阿部 守⼀（⻑野県知事）

14:10 会員代表挨拶：株式会社⽇本旅⾏ 代表取締役社⻑ ⼩⾕野 悦光  ⽒

14:25 セッション①

15:25 休憩

15:40 協賛会員挨拶：リバー産業株式会社 代表取締役社⻑ 河 啓⼀  ⽒

15:45 セッション②

16:55 One Green 宣⾔・閉会挨拶：溝畑宏(⽇本みどりのプロジェクト推進協議会 副会⻑)

17:00 閉会

＜ 開��旨＞
⽇�みどりのプロジェクト��協��では、「⽇�の⾃�のショーケース“One Green”
を�界に発��」をテーマに「�界有�の⾃�と��な動�物との共⽣で�代を超え
て、�かな⽣活とみどりを�ぐ〜Green for Well-Being、Save The Earth〜」を“地域の
未来”と“⾃�活⽤の未来”の�点から国と地�で�論を�める『�体シンポジウム』を�
場内「フェスティバルステーション」で5⽉7⽇に開�いたします。また、5⽉8⽇には
同�場にて、“⾃�由来の未来��”を提�する『��型ワークショップ』と⾃��材に
�れる『体�型ワークショップ』を、「ポップアップステージ(北)」では�員⾃�体の
『��PRイベント』も並⾏して開�いたします。

2025年5⽉7⽇(�)〜5⽉8⽇(⽊)

1⽇⽬(5⽉7⽇) �体シンポジウム＠フェスティバル・ステーション

※プログラム内�や��者等は当⽇�更の可�性がございます。



1 �野� ⽊⼯体�（�州のヒノキを使った�づくり体�）

2 �⾩� 東�ひのきの削り華“かんなくしゅ”プログラム

3 ���/南砺� �野��⾏�うちわ/�バッチ作り体�

4 �知� 鳴�づくり体�

5 ��� 「いわふね杉」のカケラにふれよう

6 ⼀��団��⼤��⽊材���① ⽊⼯体�

7 ⼀��団��⼤��⽊材���② ⽊�プログラム（未来の�を�てよう�）

8 �野�/��野� ⽊⼯体�（�材や�枯れでスマホスタンドを作ろう）

9 EAST TOKYO  協��
〜�東�・�⽥�・江東�・スカイツリー〜

不�な布で「�活布」を作ってみよう

10 ����株式�� バラの⾹りを�しむ

体�型ワークショップ

2⽇⽬(5⽉8⽇) ワークショップ（��型・体�型）＠フェスティバル・ステーション

※プログラム内�や��者等は当⽇�更の可�性がございます。

１）�み�かせライブイベント(�野�)
２）もっと、もーっと�くまもっと。(���)
３）キャラクタークイズショー(EAST TOKYO 協��)
４）よさこい��＆鳴�踊り体�(�知�)

11:00/13:50(各回30�)
12:00/15:50(各回20�)
12:50/16:40(各回30�)
14:50/17:40(各回30�)

��PRイベント＠ポップアップステージ(北)

��型ワークショップ

【14:00〜】

(テーマ)�『サステナブルツーリズムを��する「GREENJOURNEY」とは』
(�師)�株式��⽇��⾏ 事業共��� �� �葉 �� �
(内�)��⾏・���業は、�界のCO2��量の�1��上を占めており、その⼤��が�⾏者
の�動から発⽣しています。昨�はサステナブルツーリズムなどのツアーも��してきていま
すが、まだ⽇�国内ではあまり⼀��していない状況です。⼀�で、アフターコロナや円�の
��から国内��需�が�まってきており、この��を活かして国内�⾏のサステナブル�を
��していくために、これから必�な��について⼀�に�えていきましょう。

【12:30〜】

(テーマ)�『���泊�場における��のSDGｓの�義と動向』
(�師)�株式��サクラクオリティマネジメント代����∕
     株式��⽇�ホテルアプレイザル代���� 北� �史 �
(内�)�⽇�の�り�みとその�果を�え、��の⽇�流SDGsの在り�について�論をしたい
と�えております。

【15:30〜】

(テーマ)�『�泊と地域��イノベーション』
(�師)�⼀��団�� ファームステイ協� 代�理事 上� �� �
(内�)�⼀��団�� ⽇�ファームステイ協�（JPCSA）は、⽇�の地�を元気にしようとす
る�国の����・団体の⼒を��し、�林��省の掲げる「�泊」および「ファームステ
イ」を�む事業者の�援を�して、�⾏者が�り�し�れたくなる地域の�⼒を�り�し、そ
の品�向上・�持・情�発�によって、国���に��した「Countryside Stay �場」を�立
することで、⽇�国内における��漁�の�得向上、地域の活性�をめざします。

【17:00〜】

(テーマ)�『�林�の����と��予��果』
(�師)�⽇��科⼤�附属�� 臨��授∕ ⼀��団��⽇��林��� 代�理事 李 � �
(内�)�2004年から�林�の�����び��予��果の��研�を開�し、それ�来、�
林�の�々な����・��予��果が科�的に��された。ここで�林�の�々な���
�・��予��果を��する。

【11:00〜】

(テーマ)�『⾃�体の�休地活⽤と⽊材活⽤の��について』
(�師) �⼤�⼯業株式�� �⾏� エコ事業�副事業�� 吉⽥ �史 �
(内�) �⾃�体の�休地の�理はコストや�⼿不⾜で�題となっています。当�が保有する⽊材
�⼯技�を活⽤し、�草材『Decoマルチ』や軽量⽊��地『グロウアース』を開発しました。
これにより、�草や都�型菜�の��をワンストップで⾏うビジネスモデルを提�するとともに
地域の⽊材を有�活⽤による地�地消モデルの構築に�り�んでいます。


